
各
章
の
具
体
的
な
論
題
と
要
旨
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。「
第
一
章　

国
際
産
業
連

関
表
の
理
論
的
基
礎
」（
桑
森
）
で
は
、
国

際
産
業
連
関
表
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
地
域

間
産
業
連
関
表
の
理
論
モ
デ
ル
と
ア
ジ
ア
表

（
国
際
産
業
連
関
表
）
と
の
関
係
を
吟
味
し
、

国
際
産
業
連
関
表
の
理
論
的
基
礎
を
明
ら
か

に
す
る
。「
第
二
章　

ア
ジ
ア
国
際
産
業
連

関
表
の
歴
史
」（
玉
村
、
桑
森
）
で
は
、
東

ア
ジ
ア
各
国
の
産
業
連
関
表
作
成
お
よ
び
ア

ジ
ア
表
作
成
の
歴
史
的
背
景
の
概
略
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、ア
ジ
ア
表
の
作
成
方
法（
詳

細
は
補
章
）を
解
説
し
た
。ま
た
、章
末
に
は
、

本
書
で
対
象
と
し
た
国
々
に
お
け
る
産
業
連

関
表
お
よ
び
ア
ジ
研
の
国
際
産
業
連
関
表
の

作
成
状
況
と
特
徴
を
一
覧
表
に
ま
と
め
、
刊

行
物
と
し
て
国
内
で
の
利
用
可
能
性
が
わ
か

る
よ
う
に
し
て
あ
る
。「
第
三
章　

国
際
産

業
連
関
分
析
手
法
の
基
礎
」（
玉
村
）
で
は
、

一
国
産
業
連
関
表
の
分
析
の
基
礎
と
な
る
生

産
誘
発
お
よ
び
付
加
価
値
誘
発
の
効
果
分
析

が
、
国
際
産
業
連
関
表
に
も
適
用
可
能
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
応
用
例
と
し
て
ア
ジ
ア
諸

国
経
済
の
相
互
依
存
の
実
態
を
分
析
し
て
い

る
。「
第
四
章　

国
際
間
の
生
産
波
及
効
果

の
分
解
と
計
測
」（
桑
森
）
は
、
国
際
産
業

連
関
分
析
の
特
徴
で
あ
る
国
際
間
の
生
産
波

及
効
果
を
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
分
解
す
る
方

法
を
検
討
し
て
い
る
。「
第
五
章　

家
計
内

生
化
モ
デ
ル
に
よ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
け
る
生
産
と
所
得
の
連
関
」（
佐
野
）
は
、

ア
ジ
ア
表
の
家
計
部
門
を
内
生
化
し
て
、
対

象
諸
国
・
地
域
に
お
け
る
産
業
と
所
得
の

連
関
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。「
第
六
章　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
分
業
：
国
際
垂
直

分
業
指
標
の
計
測
」（
内
田
）
で
は
、「
国
際

垂
直
分
業
指
標
（Vertical Specialization 

Index

）」
を
用
い
て
、
東
ア
ジ
ア
各
国
の

分
業
度
を
計
測
し
、
こ
の
地
域
の
垂
直
分

業
構
造
の
深
化
を
分
析
し
て
い
る
。「
第
七

章　

産
業
連
関
表
に
よ
る
価
格
分
析
の
考
え

方
と
ア
ジ
ア
表
へ
の
応
用
」（
玉
村
）
で
は
、

一
国
産
業
連
関
表
の
物
量
モ
デ
ル
と
金
額
モ

デ
ル
の
考
え
方
が
国
際
産
業
連
関
表
へ
の
適

用
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
し
、
応
用
例

と
し
て
、
関
税
・
輸
入
商
品
税
撤
廃
に
よ
る

生
産
物
価
格
低
減
効
果
の
計
測
・
分
析
、
特

定
生
産
物
価
格
の
変
化
に
よ
る
他
の
生
産
物

価
格
へ
の
影
響
を
計
測
し
た
結
果
が
示
さ
れ

る
。最

後
に
、
こ
れ
ま
で
地
道
に
作
成
が
続
け

ら
れ
な
が
ら
も
分
析
利
用
に
比
べ
世
に
出
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
表
作
成
の
歴
史
的
経
緯

や
作
成
方
法
の
詳
細
を
広
く
紹
介
し
た
点
を

本
書
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
特
筆
し
て
お

き
た
い
。
国
際
産
業
連
関
表
作
成
に
携
わ
る

人
々
へ
の
一
助
に
な
る
も
の
と
期
待
す
る
。

な
お
、
本
書
は
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
二

〇
一
二
年
度
に
か
け
て
組
織
さ
れ
た
ア
ジ
研

の
「
国
際
産
業
連
関
分
析
論
」
研
究
会
の
成

果
で
あ
る
。

（
た
ま
む
ら　

ち
は
る
、
く
わ
も
り　

ひ
ろ
し

／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
産
業
連
関
分
析
研
究
グ
ル
ー
プ
）

し
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
状
況
に
鑑
み
、
最
新

表
で
あ
る
二
〇
〇
五
年

表
の
完
成
を
機
に
本
書

は
計
画
・
作
成
さ
れ
た
。

本
書
の
目
的
は
、
ア
ジ

ア
表
に
つ
い
て
、
そ
の

作
成
着
手
・
発
展
の
歴

史
・
表
の
特
徴
と
作
成
方
法
、
国
際
産
業
連

関
論
に
お
け
る
理
論
的
位
置
づ
け
、
お
よ
び

基
本
的
分
析
手
法
を
実
証
分
析
例
も
示
し
な

が
ら
包
括
的
に
整
理
し
、
今
後
の
作
成
・
分

析
両
面
の
進
展
に
つ
な
が
る
国
際
産
業
連
関

論
の
研
究
書
と
な
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の

で
あ
る
。

こ
の
目
的
を
展
開
す
る
た
め
に
、
本
書
の

構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
ア
ジ
ア
表
の
理
論
的
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
、
そ
の
特
徴
や
作
成
方
法
を
示
す

（
第
一
章
、
第
二
章
、
補
章
）。
こ
れ
を
ふ
ま

え
て
、
以
降
の
章
で
は
ア
ジ
ア
表
を
用
い
た

国
際
産
業
連
関
分
析
を
展
開
す
る
。
そ
の
導

入
と
し
て
、
第
三
章
で
分
析
手
法
の
基
礎
を

実
証
例
で
示
す
。
続
く
第
四
章
か
ら
第
七
章

は
、
第
三
章
の
分
析
手
法
の
考
え
方
を
そ
の

課
題
に
応
じ
て
よ
り
詳
細
に
展
開
し
た
各
論

で
あ
る
。

一
九
七
〇
年
代
以

降
、
東
ア
ジ
ア
を
対
象

と
し
た
国
際
産
業
連
関

表
の
作
成
と
分
析
に
関

す
る
取
り
組
み
は
、
当

該
国
の
統
計
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
当
研
究
所

が
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
特
に
、
東
ア
ジ

ア
諸
国
と
日
本
お
よ
び
米
国
を
対
象
と
す
る

い
わ
ゆ
る
ア
ジ
ア
国
際
産
業
連
関
表
（
ア
ジ

ア
表
）
は
、
一
九
七
五
年
、
一
九
八
五
年
、

一
九
九
〇
年
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
〇
〇
年

を
対
象
年
と
す
る
五
つ
の
表
が
作
成
さ
れ
て

い
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
た
び
二
〇
〇
五
年
表

が
完
成
し
た
（
統
計
資
料
シ
リ
ー
ズ
第
九
八

集
）。ア

ジ
ア
表
が
時
系
列
的
に
蓄
積
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
対
象
各
国
間
、
あ
る
い
は
日

本
・
米
国
の
先
進
国
と
開
発
途
上
に
あ
っ
た

東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
の
経
済
相
互
依
存
の

進
展
を
浮
き
彫
り
に
す
る
経
済
統
計
表
・
分

析
ツ
ー
ル
と
し
て
開
発
戦
略
、
貿
易
、
経
済

統
合
、
環
境
な
ど
よ
り
多
方
面
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

国
際
産
業
連
関
表
の
作
成
・
分
析
に
特
化
し

た
解
説
書
や
研
究
書
は
現
在
の
と
こ
ろ
存
在

■玉村千治・桑森啓■

玉
村
千
治
・
桑
森
啓 
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